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☆消費者だからこそできること・・・消費者は選べる立場：「選べる」＝「力」 
 「普通の人だから何もできない」は間違い。 
 「普通の人」が最も多数；社会の主要構成員。実は「普通の人」が最も力を持っている。 
☆「事実を知ること」が「消費者力」を発揮する第一歩 
  
１．選択 

 ・認証マークの付いている商品を選んで購入する；” 正しい物 ”を” 売れる物 ”にする。 
 ・企業は “ 売れる物 ”しか作れない；”売れる物”なら理屈抜きで作る。 
 ・消費者の選択が企業を変える：消費者が変わらずに企業を変えることはできない。 

   
２．要求 

 ・「 売ってないから買えない 」 ⇒ 「 買いたいから売って下さい 」 
  要求することで選択肢を創り出す。 

  
３．評価 

 ・「認証取得商品に価値がある」と消費者が認める；社会的承認 ⇒ ステイタス 
 ・ “ 売れる物 ”を” 正しい物 ”にする；売れることで評価を勝ち取る。 

  
４．国際感覚 

 ・日本の常識は世界の非常識、世界の常識は日本の非常識 
  世界の先進国は、環境に価値を置き、人権同様『環境権』を憲法に掲げている国も。 
  「日本には先進国としての責任が求められている」ことを自覚すべき。 
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